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令和８年度 第２回南房総市介護保険事業運営協議会 議事要旨 

日 時 令和８年７月２４日（金） 15：00～16：30 

場 所 三芳保健福祉センター ２階 集会室 

出席者 【委員】 

林委員、青木委員、澁谷委員、田中委員、岡山委員、鈴木委員、髙梨委員、西田委

員、伊勢田委員、片岡委員、伊藤委員、清水委員、中村委員、渡邉委員 

 

【事務局等】 

平嶋保健福祉部長、渡邉高齢者支援課長、角田高齢者支援課長補佐、髙梨係長、稲

葉副主査（介護保険係）、佐藤係長（高齢者福祉係）、岩田係長、笹子主査（地域

包括ケア係）、平野健康推進課長 

開催形態 公開 

内 容 １ 開会 

２ 会長挨拶 

３ 報告 

(1) 指定地域密着型サービス事業所等の指定状況について 

(2) 地域包括支援センター運営分科会からの報告について 

(3) 南房総市第１１期高齢者保健福祉計画・第１０期介護保険事業計画に関するア

ンケート結果について 

４ 議題 

 議案第１号 南房総市第１１期高齢者保健福祉計画・第１０期介護保険事業計

画の骨子案について 

５ その他 

６ 閉会 

報告等 １ 報告 

(1) 指定地域密着型サービス事業所等の指定状況について 

（事務局） 指定地域密着型サービス事業所等の指定状況について説明。 

－ 質疑・応答なし － 

(2) 地域包括支援センター運営分科会からの報告について 

地域包括支援センター運営分科会から、分科会の議事結果について報告。 

－ 質疑・応答なし － 

 (3) 南房総市第１１期高齢者保健福祉計画・第１０期介護保険事業計画に関す

るアンケート結果について 

 計画策定委託業者である㈱ぎょうせいより、アンケート結果について説明。 

（質疑） 

澁谷委員  アンケートの（３）について、紙媒体新聞にとどまらず、スマホのネ

ット情報なども分析に加えて欲しい。また、ヒアリングの結果である

が、外国人人材の定着状況について、技能実習生の定着率は１００%で
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ある。一方、特定技能１号については、在留期間が通算５年に限られ

ている。延長して現場で働き続けることを選ぶ方もいる。個人差はあ

るものの、そろそろ帰国することになるのかという点も懸念される。

そもそも５年間というのが一つの区切りとなっている。技能実習生と

の比較において、単に離職率が高いというわけではないのではないか

と考える。 

事務局   先ほどの「新聞を読んでいますか」という設問について、これは国の

方で示されている項目であり、必須項目として調査を行っている。一

方、スマートフォンの利用率等については、市として独自に確認した

い事項として追加した項目である。今後、双方の結果を比較したいと

考えている。技能実習生と特定技能者について、法人としては、両者

を採用するにあたり、なるべく定着してほしいという思いがある。し

かし、特定技能者は転職が可能であるため、都内や県北方面などへ移

ってしまう方が多いようである。 

鈴木委員  アンケートについては６５歳以上が対象となっているが、年齢別の回

答など様々な集計があると思われる。例えば平均年齢で言うと、どの

程度上がっているのか。 

事務局  平均年齢という形では集計をしていない。 

鈴木委員 先ほどの新聞の設問等を含め、結果をどう解釈するかだと思うが、前

回に比べて平均年齢が上がっていると考えられる中で、下肢筋力の低

下や、配偶者に頼れない、そもそも配偶者がいない方の増加など、年齢

に応じて一概には言えない要因が考えられ、解釈は難しい。介護認定に

ついても、これまでの会議等の内容から、体の不自由等をギリギリまで

我慢し、必要性が高まってから認定を取るという地域特有の傾向があ

るように感じている。こうした分布状況等も踏まえて解釈していく必

要があると感じた。 

事務局  前回調査との比較は行っていないため、今回どの程度年齢層が上がっ

ているかは確認できていないが、全体の人数・パーセンテージについて

は、今回の調査で最も多かったのは７５歳から７９歳までの方で、全体

に占める割合は２７．６％%であった。続いて７０歳から７４歳の方が

２３．６％であり、７０代で合計５１．２％、全体の半数程度の結果を

得ている。 

髙梨委員 旧和田中の後の学校の生徒たちが誰も南房総市に就職しないのは、外

国人確保の環境の整備とかが原因なのか。 

事務局  介護福祉専門学校では、介護福祉士取得のための学習と日本語学習を

行っている。就職先の法人が海外であらかじめ人材を確保し、日本で教

育を受けさせるための学校となっており、基本的には就職先が決まっ

ている方を受け入れているようだ。 

片岡委員 地域包括支援センターについて、色々なことを相談しようとしても、
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なかなか難しいと言われてしまう状況がある。センターの職員は既に

目一杯働いているようである。センターが手一杯であるということが、

不安の一つとなっている。 

事務局  地域包括支援センターについては、３年ごとに契約相手方の募集を行

っている。圏域ごとに分け、相談を受けてくれる事業所を探して委託し

ている。地域包括支援センターは様々な種類の相談を総合的に受ける

窓口とされているが、実際には社会福祉協議会や、健康面の不安がある

場合は健康推進課にも相談の電話が入ることがある。電話を受けた際

は、職員が自宅を訪問することが大半である。遠慮なく電話をいただけ

れば、圏域の地域包括支援センターにも繋ぎ、そちらの職員と一緒に相

談に伺うことも可能である。 

片岡委員 高齢者は電話でのやり取りが意外に難しく、直接顔を合わせて話さな

いと信用してもらえない面がある。老人クラブについて皆に聞きたい

が、南房総市では老人クラブが令和７年度から８年度にかけて約６０

０名減少しており、その要因を考える必要がある。老人クラブは市の要

請に応じ、健康相談や体操、社会奉仕などに忠実に取り組んでいる。ア

ンケートで７０代の回答が多いというが、実際には個人でサークル活

動には参加しても、老人クラブへの入会は敬遠される傾向にある。老人

クラブの活性化について、皆の知恵を借りたいと考えている。 

事務局  老人クラブについて、役員が大変であるという話は聞いている。活動

する人自体をすぐに増やすことは難しいが、なるべく役員の負担にな

らない方法を、今後少しずつ検討していきたいと考えている。 

 

２ 議題  

議題第１号 南房総市第１１期高齢者保健福祉計画・第１０期介護保険事業計

画の骨子案について 

㈱ぎょうせいより、計画の概要、骨子案について説明。 

（質疑） 

片岡委員 第６章の認知症対策、徘徊者にＧＰＳを付けたらどうか。以前はプラ

イバシーの観点からできないと言われたが、そのような考えはあるか。 

事務局  南房総市でも、ＱＲコードを活用し、徘徊している方を誰かが見つけ

た際に、ＱＲコードを読み取ることで本人情報や連絡先を表記できる

仕組みに取り組んでいる。ただ、ＱＲコードのシールを受け取りに来る

方はあまり多くない様子である。 

片岡委員 徘徊している人のＱＲコードによる発見情報をある人に確認したとこ

ろ、実績はゼロであったと聞いた。一方で、防災無線により行方不明者

の情報が流れ、後日発見・保護された旨が伝えられることはある。ＧＰ

Ｓは、現在では軽量で、５００円程度で貸し出しているところもある。

こうした点から、もう少しデジタル的な対応を検討した方がよいので



4 

 

はないかと思う。 

澁谷委員 市町村が２０４０年度を見据えた中長期的な人口動態の推計と対応ニ

ーズについて、県においても同様の計画期間で推計が作成されると思

われるが、県の推計を踏まえつつ、市として独自に人口シミュレーショ

ン等を行うのかを確認したい。また、総合計画が、２０２７年までとな

っている。以降新しい計画となるが、それとの整合性はどうなるのか。 

㈱ぎょうせい 人口推計については、市として独自に数値化し検討する予定である。県

からの方針も踏まえる必要があるが、方針が秋に示されることもある

ため、その点も勘案しつつ計画書に反映していきたい。総合計画との

整合については、来年度以降、新たな総合計画が策定される見込みで

あり、本計画との調整の詳細については事務局の判断によるものと理

解している。 

３ その他 

 なし 

資料 報告(1) 資料「指定地域密着型サービス事業所等の指定状況について」 

報告(3) 資料「南房総市各種調査報告書（概要版）」 

      「介護サービス事業者ヒアリング結果に基づく課題整理について」 

議案第１号資料「第１０期介護保険事業計画について」 

       「南房総市第１１期高齢者保健福祉計画・第１０期介護保険事業

計画 計画骨子案」 

 


